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125．Tetrasorb　Kitによる血清Thyroxine測定

　　　に関する基礎的検討
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　Tetrasorb　Kitを用いて血清Thyroxine濃度を測定

し，これを甲状腺疾患の診断に利用しようという試みは，

本法が1血中甲状腺ホルモン濃度を比較的良く表わすとい

う事実が明らかになるにつれ，広く行なわれるようにな

ってきた．われわれも過去1年間本法を川い血中Thy－

roxine濃度を測定し，比較的良好の成績をえてきたが，

同時に希釈lrn清についても基礎的検討を行ない興味ある

結果をえたので報告する．

　Tetrasorb　Kitを用い血清Throxineを測定するに当

り，原法ではlf［晴1mlを用いるわけであるが，今回は

同一4血清について，Ifl1清1m1を用いたもの，　i／2血清（2

倍希釈血清）および1／3血清（3倍希釈【∫lt清）を用いたも

のと比較検討した．その結果，Ifll清を2倍および3倍に

希釈しても，血中甲状腺ホルモン濃度に関係なく，1μ9／

100ml以内の誤差で正確に血中甲状腺ホルモン濃度を測

定しうることが明らかとなった．また同時に血清Thy－

roxineを無水エタノールで抽出し，　このエタノール抽

出液（上清）を原法のi／3量を用いたものと原法によるも

のとを比較してみたところ（血清は1／3量用いた）両者公

に測定値が良く…致するという結果をえた，

　以一1：結果Jflt叶甲状腺ホルモン濃度すなわちThyroxine

濃度が本法による測定で20・一一25μg／lOOmlをこえるよう

な高い値がえられる甲状腺機能充進症においては，i／2あ

るいはi／3　lflt清を用いてThyroxine濃度を測定し，その

値を2～3倍にすることにより血巾Thyroxine濃度を

知ることができる．またかかる症例においては，患者it皿

清1mlを川い，無水エタノール抽出液（上清）を％量

川いてThroxine量を測定し，この値を3倍にしても同

様な結果がえられることが明らかとなった．

126．Res－O・Mat　T・4　Kitによる田状腺機能検査法
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　甲状腺機能指標として甲状腺ホルモン量を簡便に知ろ

うとする試みがこれまでに多数なされている．

　今回，われわれはレジンストリップ摂取率により血巾

甲状腺ホルモン量を測定するRes－O－Mat　T－4　Kitを

使用する機会をえたので他の甲状腺機能検査所見と対比

検討を加えた．

　対象として甲状腺機能充進症，甲状腺機能低下症，単

純性甲状腺腫，橋本病等の各種甲状腺疾患患者および甲

状腺機能正常健常者を選び検討した．

　測定結果：　甲状腺機能元進者あるいは機能低下者で

は健康正常人ならびに単純性甲状腺腫と比較してそれぞ

れ明確なJfit中サイロキシンの解離をみとめ，また病状の

経過とよく一致した成績がえられた．同様なレジンスポ

ンジ法であるTetrasorb法とはよい相関関係を示した

（相関係数r＝0．70，P＜0．01）．

　教室において測定を行ない，甲状腺病態との間に極め

て高い一一致性をみとめている1flL清β一glucuronidase活性

の問にもRes－O－Mat　T－4法による血中T4濃度は有

意の相関関係を示した（s＝0．70，P〈0．01）．他に1311－

T3レジンスポンジ摂取率，　PBI等の関連についても検

討を加えた．

　結論：　本法はRes－0－Mat　T－3法と同様に操作も

極めて簡単で安定性の高い方法であり，既報の各種甲状

腺機能と高い一致性を示し，よく甲状腺の病態を反映す

る，

127　レゾマットT・4による血中サイロキシン測定法
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　最近いわゆるcompetitive　protein　binding　analysisを

応用して直接血中T4を測定する方法が従来のPBIに

代表する化学的に測定する方法に代りつつある．われわ

れは今回レゾマットT，testについて，2－3の某礎実

験および臨床成績をえたので報告する．

　2～3の基礎的検討

　1）無機ヨードは抽出用アルコールでほとんど除去さ

れるため，検査あるいは治療のため投与したアイソトー

プの影響はほとんど認められなかった，このことはトリ

オソルブ法では1311経口投与後には再検査ができないの
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